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予算額 決算額
差額

（決算－予算）

751,000,000 770,824,000 19,824,000

319,500,000 348,970,615 29,470,615

298,500,000 788,136,576 489,636,576

500,000 23,136,576 22,636,576 （注1）

298,000,000 765,000,000 467,000,000 （注2）

0 1,300,000 1,300,000 （注3）

300,000 52,834 △ 247,166

21,900,000 32,677,650 10,777,650 （注4）

136,800,000 136,689,755 △ 110,245

1,528,000,000 2,078,651,430 550,651,430

1,074,500,000 1,022,291,388 △ 52,208,612

225,700,000 151,699,301 △ 74,000,699 （注5）

500,000 4,042,825 3,542,825 （注6）

848,300,000 866,549,262 18,249,262 （注7）

316,600,000 302,774,874 △ 13,825,126

100,000 0 △ 100,000

136,800,000 136,689,755 △ 110,245

1,528,000,000 1,461,756,017 △ 66,243,983

〇 予算と決算の差異について
（注1） 受託研究等の実績及び寄附金の増加により、22,636,576円増加しました。
（注2） 学校法人小松短期大学からの承継資金について、予算では財源として充当する額のみを

計上しましたが、決算で全額を計上したことにより、467,000,000円増加しました。
（注3） 補助金の実績の増加により、1,300,000円増加しました。
（注4） 科学研究費間接経費収入等の増加により、10,777,650円増加しました。
（注5） 実績が無い開学初年度予算であったため、74,000,699円の差異が生じました。
（注6） 受託研究等の実績の増加により、3,542,825円増加しました。
（注7） 教員採用年度の変更により、18,249,262円増加しました。

〇 損益計算書との差異について
（1） 決算報告書では寄附金の受領が収入に全額計上されていますが、損益計算書では費用の

発生に応じた額が収益に計上されています。
（2） 決算報告書では施設整備費補助金の受領が収入に全額計上されていますが、損益計算書

では費用に係るものは教育経費等に計上され、費用の発生に応じた額が収益に計上され
ています。

（3） 決算報告書では固定資産取得額が支出に含まれ、かつ、減価償却費が支出から除かれて
います。

（4） 損益計算書では一般管理費で支出した賃借料や水道光熱費等について、教育経費等と按
分し計上されています。

〇 その他
（1） 科学研究費助成事業による補助金等（直接経費）の収入及び支出については、会計帳簿

外のため計上されていません。
（2） 承継資金の未充当分については、翌年度以降の支出の財源として充当されます。
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